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使 用 材 料
新模雅の原型を製作するのに使)l]した材料は,
普通石哲 (サ ンエス石膏),パラフィンワックス
(G-C歯科 工業),イ ンレー ワ ックス (YETI
DENTALTHOWAX),商科複模型用ゴム質弾性
印象材料デュプリコーン (松風)である.
製 作 方 法
1)C4-SW.P.3No.5模型は近遠心径が78.5
mm, 高 さ54mm.蛾舌径61mm,重 さ215g椎
の大きさである.基底紬 ま扇方の隅を丸め, 卜分
な厚さをもっている.これをlJfiJlに,新 しい模型











































































レストシー ト (恥 小川加の岐合Irli近心邦)とガイドプレーン (机 './卜｢h'i仏 心而郎)か形成さJLIYr色された状態である.








座の形はより三角形に近 く, レス ト先端の位置は
歯軸方向に唆令)Jが伝達 さjtる位;-yIlとなった. レ
ス トの深 さは改薄され,本来あるべ き厚 さが設計
され,′ト連結 ｢- の移行形態 も付 与で きる形 と
なった (17=j'･良 3,4).また,頬面園部部に Iバー
設計に 卜分なアンダーカッ ト量を設けることが可
能 となった.
小職化 ･憧ili_･化を阿ったことでハ ンデ ィーな操
作が可能 とな り,操作性 を改善できるとともに臨
床崎に｢l艦内で行われる形成作業のイメージを担
保で きた と)iJ,われる (写真 5).また,着脱方向




トの大 きさを考慮 し,膜Jr.9.r'.秋の収納､取 りH L











2.レス トシー トのデザ イン性に優れ,形成 し易
しヽ .




6.基底部が小 さく実習中 ･実習後の管鞘 ･イ果管
を し易い.
という結論を得た.
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